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第 78 回目の GIS News! です 
各地で花見のニュースが聞かれる季節になりました。桜前線の北上はそ

のまま春の北上に重なります。最上地域でも、田んぼの雪がわずかに残る

だけとなり一気に春が訪れた感じがします。 
 

新年度のご挨拶 
新年度もいよいよスタートし、異動に伴い新しい部署で心新たに頑張ら

れているベテランの方々と新採でお勤めされる方もいらっしゃる事と思い

ます。体に気をつけて頑張って頂きたいものです。 
さて、当組合も発足し５年目の春を迎えることが出来ました。一昨年の

「GIS普及促進セミナー」を契機に GISの関心が促進され多方面で行財政
福寿草（2004 . 4 . 5）

記事：協同組合山形県地理情報センター 安彦 達見  発行日：2004 年 4 月 5 日 

改革のツールとしてＧＩＳの活用がさけばれております。 
２０世紀の財産を有効活用し、後世に受け継ぐことが行政としての使命

といえます。その為には、維持管理（保守メンテ）で資産の整備を行い、

市民レベルでの情報配信へと導かれることになります。 
 
今年度は、従来の活動と更に下記の内容を追加し活動展開を考えており

ます。 
●ＮＰＯ法人 全国ＧＩＳ技術研究会会員 
組合構成会社５社が会員として加盟しています。今後、ＧＩＳの啓蒙

及び活用をご提案させて頂きます。 
●官 公 需 適 格 組 合  
東北経済産業局長から認証されました官公需適格組合とは、官公需法

第３条で、「･･･国等が契約を締結するに当たっては、予算の適正な使用

に留意しつつ、中小企業の受注の機会の増大を図るように努めなければ

ならない。この場合、組合を国等の契約の相手方として活用するよう配

慮しなければならない。」と定められています。 

今後、機会を頂きご説明させて頂きたいと思います。 
平成１６年度も GISNewsをよろしくお願いいたします。 

次回の GIS News! 
次回は 2004年 4月 19日発行予定です。よろしくお付き合いください！ 


